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図３「和服（浴衣）を自分で着てみたいか」についての
授業実践前後の比較
－１０４－
福井　典代，石丸　千代，西野　亜貴，大和映理子，東條　良栄，速水多佳子
意識を持っていたが，実践を通して「そう思う」より
「とてもそう思う」と回答した生徒が顕著に増えた。さ
らに和服を日本の伝統文化として受け継いでいこうとい
う意識が強くなったようだ。
　「和服（浴衣）を自分で着てみたいか」について，「と
てもそう思う」，「そう思う」と回答した生徒は，授業実
践前の３４.９％から実践後の６０.２％へと約２倍弱増えた。
浴衣の着付けを見たり，実際に着用したりした結果が明
確に読み取れた。
　授業実践前後に，和服に対するイメージについて生徒
が自由記述した内容をまとめたものを表２と表３に示す。
抽出した用語を，「肯定的なイメージ」，「否定的なイメー
ジ」，「その他」の３つに分類した。
　授業実践前の和服のイメージとして１５９用語抽出され
た。授業実践直後には１４９用語となり，若干用語数は減
少した。これはアンケートを記入する時間が非常に短
かったためと考えらえる。授業実践前には和服に対する
肯定的なイメージが４９.７％とほぼ半数であったのに対し
て，授業実践後には７５.８％と大幅に増加した。浴衣の着
付けを体験することから和服に対する理解が深まったと
思われる。特に「日本の文化，伝統，象徴」など，和服
に関する班活動を通して考察した内容を含むものが多
かった。授業実践前には「きれい」，「動きにくい」など
漠然とした和服のイメージが多かったが，実践後に「意
外と簡単に着付けができると思った」と肯定的に受け止
めている生徒が多い。実践後に「着るのが難しい」と和
服を否定的に捉えている生徒もいた。１時間という限ら
れた授業時間の中で，生徒全員に着付けを指導するのは
難しいが，和服の特徴や構成の理解が深まるような教材
をさらに工夫する必要がある。
４．おわりに
　和服の着用を通して和服の構成や特性について理解を
深め，日本の衣服として受け継いでいく大切さについて
考えることを目標として中学生を対象とした授業実践を
行った。中学生の実態として，和服を普段の生活で着用
する機会は少ないが，阿波踊りや花火大会で浴衣を着用
した経験があったため，浴衣は生徒にとってある程度関
心のある衣服であると思われた。しかし，着付けとなる
とほとんどの生徒が自分で浴衣を着たことがなく，自分
で着ることができれば和服の柄や帯に対してより興味や
関心を持つことができると考え，本研究を進めた。
　浴衣の着付けを行うとともに，和服に関するコラー
ジュ作製の結果，和服に関して興味や関心が増え，自分
で浴衣を着てみたいと考える生徒の数も増えた。浴衣の
着付けを体験したことから，日本の伝統文化としての和
服の特徴を再発見することもできた。本実践では１時間
表２　和服に対するイメージ（授業実践前）
合計（％）頻度自由記述の内容
４９.７
２５日本の文化，伝統，象徴
肯定的な
イメージ
１４きれい
４華やか
４清楚
４おしとやか
３たくさん柄がある
３きちんとしたい場所で着るもの
２きっちりしている
２オシャレ
２上品
２大人っぽい
１４その他
３８.４
１２動きにくい
否定的な
イメージ
８着るのに時間がかかる
７自分で着るのは難しい
６昔っぽい
５暑い
５日本の昔の服
４重い
３値段が高い
２じゃま
２材質が硬い、厚い
２普段は着ない
５その他
１１.９
４祝う時に着る（結婚式、卒業式）
そ の 他
３日本人しか着ない
３お祭りのときに着る
２京都の人が着ている、舞妓
２時代劇
５その他
表３　和服に対するイメージ（授業実践後）
合計（％）頻度自由記述の内容
７５.８
２５日本の文化，伝統，象徴
肯定的な
イメージ
２２
意外と簡単に着つけができると
思った
１９きれい
６かっこいい
６また着物を着てみたい
５着ているといつもと違う雰囲気
４華やか・あざやか
３とてもいいもの
２落ち着いた
２浴衣は涼しい
２身長が活かされる
２おしゃれ
２楽しい
１３その他
１３.４
１２着るのが難しい
否定的な
イメージ
２苦しい
２動きずらい
４その他
１０.７
４色や柄がいろいろある
そ の 他
３現代でもたくさんの人が着ている
２着る人によってイメージが変わる
２行事に着ていく
５その他
－１０５－
中学校技術・家庭科における被服領域の教材開発と授業実践　－－浴衣の着付けを通して伝統文化の継承を考える－－
という限られた授業の中で，生徒に和服のよさについて
どこまで伝えることができるかという問題を抱えていた
が，実践した結果，短時間の授業であっても目標が明確
であれば非常に有効な授業ができることが実証された。
課題としては，授業者の着付けの技能の習得と維持，着
付けをするための準備物の簡略化など，授業者側の負担
を軽減できるような授業の提案を考えることが必要であ
る。
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⑴　本時の目標
　和服の着用を通して構成や特性を理解し，和服を受け継いでいく大切さについて考えることができる。・・・（工夫・
創造）
⑵　展開
技術・家庭科（家庭分野）学習指導案
評　　価指導上の留意点学習活動環境・資料時間
○和服の種類を知ることで，和
服が身近な存在であることに
気づかせる。
　また，教師が浴衣を着て授業
を行うことで，本時の内容に
興味をもたせる。
１．本時の目標を知る。・実物投影機
・和服の写真
２分
〇いろいろな場面において和服
を着用していることに気づか
せる。
２．様々な和服があるこ
とを知る。
・ワークシート
・浴衣の着付け手
順の写真
３分
〇和服の構成上の特性を洋服と
比べることで考えさせる。
３．平面構成と立体構成
について知る。
・構成についての
貼物
・反物
・はんてん，甚平
など
５分
○着装のしかたやポイントにつ
いて着付けを行いながら説明
する。
４．男女に分かれ，浴衣
の着付けを見る。
５．男女各２名ずつ浴衣
を着る。
・男女の浴衣
　各３セット
・ござ　６枚
１５分
○着用して気づいた和服の良さ
を発表させる。
○和服の無駄のないつくりやリ
ユース・リメイクのしやすさ
に触れる。
○和服が身近な衣服であると実
感させる。
６．着用した感想を発表
する。
［工夫・創造］
和服の着用を通して和服
についての理解を深め，
自分なりの課題に対して
継承方法を考え工夫して
いる。（ワークシート）
○和服を伝承していく大切さに
気づかせ，自分なりの受け継
ぎ方を話し合わせる。
７．和服をどのように受
け継ぎ，伝えていけば
よいか考え，班ごとに
コラージュを作製する。
　完成した班からコラー
ジュを黒板に貼る。
・画用紙
・コメント用紙
・コラージュ用素
材
・のり
・紙切りばさみ
・マジック
・和服に関する基
礎知識カード
１５分
〇出来上がったコラージュを見
てどのような意見が上がった
か，教師がまとめる。
８．本時のまとめ。
　アンケートに記入する。
・トレー１０分
